
カ
ル
テ

、
回
羅
閲

ス
》
刀
↓
m

ご
質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て

吾
密
度
が
5
力
月
間
で
大

は幅
に
低
下
す
る
可
能
性
は
、
特
殊

な
例
を
除
い
て
低
い
」
と
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
4
月
の
甲
階
か
ら
若

い
人
と
比
較
し
て
卵
%
ぐ
ら
い
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
強
度
が

る
た
地
主
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。

い

ず
れ
の
検
査
も
、
若
い
人
と
比
較

し
た
値
が
診
に
用
い
ら
れ
ま

す
。

骨
像
海
難
足
皮
豊
彫
の
2

種
類
が
あ
り
、
海
綿
骨
は
ス
ポ
ン

ジ
状
の
し
な
や
か
な
野
で
弾
力

性
を
保
っ
て
い
ま
す
。
一
左
皮

▲
三

収
法
(
D
X
A
)
や
手
部
エ
ッ
ク、

ス
線
骨
密
度
型
法
(
M
D
)

定
量
的
超
音
波
型
法
(
Q
U

S
)
な
ど
が
あ
り
、
骨
粗
し
ょ
う

症
謬
断
に
は
通
常
D
X
A
が
用

カ
カ
と

い
ら
れ
ま
す
。
 
Q
U
S
は
踵
で

測
定
さ
共
確
謬
断
に
は
使

わ
れ
ま
せ
ん
が
、
エ
ッ
ク
ス
線
被

ぱ
く
が
な
气
簡
便
に
需
で
き

1

腰
椎
大
腿
骨
エ
ッ
ク
ス
線
測
定
を

低
下
し
、
骨
折
り
ス
ク
が
増
大
し

た
状
雫
す
。
骨
強
度
の
ほ
ぽ
π

%
は
骨
密
度
に
ょ
り
、
残
り
の
釦

%
は
骨
質
に
ょ
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
骨
暫
部
価
は
難
し
く
、
そ

の
割
合
か
ら
澄
忌
崖
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
密
度
の
評
価
方
法
に
は
、

二
重
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
ッ
ク
ス
線
吸

.

■
■
■

能
一
一

質
骨
は
硬
く
、
強
度
を
保
つ
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
 
2
つ
の
分
布

は
身
体
の
穫
に
ょ
っ
て
異
な
る

た
め
検
査
の
数
値
の
違
い
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
比
較
的
女
性

に
多
い
疾
患
で
す
。
原
因
は
加

齢
や
閉
経
、
内
服
薬
、
栄
養
な

需
が
最
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
上
肢
の
骨
密
度
で
の

ご
誤
で
し
た
が
二
度
腰
椎
や

大
腿
骨
の
股
関
節
鼎
位
の
D
X

A
荷
定
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

盆
届
県
整
形
外
科
医
食
大
西

政
彰
n
西
室
屯
兵
庫
医
科
大
病

匠
◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
診
断
や

治
療
は
骨
密
度
の
他
に
も
、
過

去
の
骨
折
や
既
往
歴
丙
服
薬
(
特

だ
い
た
い

に
ス
テ
ロ
イ
ド
)
、
両
親
の
大
腿

昌
の
股
関
節
側
で
の
骨
折
歴
や
喫

煙
の
有
無
な
ど
も
考
慮
さ
れ
ま

す
。

ま
た
、
 
D
X
A
の
中
で
も
腰
椎

と
大
腿
骨
の
股
関
節
側
都
位
で
の

神戸新聞社 令和b年ゆ月1日(日)

4月の骨粗しょう症の超音波検査でOSI(骨

の強さを示す音響的骨評価値)が2741、巖高比

102%、同年代上ヒ125%だったのが、9月の腕の工

ツクス線検査では骨密度0.276炉/平方梦、若い

人との比較で59%、同年代比86%でした。こんな

にも減るものでしょうか。 (75歳、女性)
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